
十勝産ナガイモの食品機能性
（大腸ガン予防効果）

概要 ナガイモは古来より消化促進等の効果を有することが言われてきた。

そこでナガイモの大腸ガン発症予防効果について、大腸線腫発症モデルマ
ウスを用いて検討した。飼料にナガイモを添加してモデルマウスを飼育した
ところ、大腸線腫発症が有為に抑制された。この結果を受けてナガイモ青汁
についても効果を検証したところ、同様に大腸腺腫抑制効果が認められた。
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これまでの活用事例・技術移転
北海道・十勝のランラン・ファームから「産

学官連携青汁」として製品が上市されている。

参考情報： 特開２００９－２９７４８、ナガイモを用いた大腸ガン抑制剤

シーズの特徴
十勝は日本を代表するナガイモの産地であり、

十勝産のナガイモは表皮が白く、歯ごたえ（サク
サク感）が良く、粘りが強いなどの特徴がある。
そこでナガイモの更なる高付加価値化のため、近
年日本人で増加傾向にある大腸がんについて、実
験動物を用いてナガイモの効果を検証するととも
に、ナガイモを用いた市販品モデル（ナガイモ、
枝豆、小麦若葉等を配合したナガイモ青汁）での
動物実験も行い効果を検証した。

想定される用途
・食品への添加（ナガイモ粉末として）
・機能性食品原料

今後の研究の方向性
・ナガイモ未利用部を用いての機能性食品原料

の開発
・特保をターゲットとした機能性解析

問い合わせ先：帯広畜産大学地域連携推進センター E-mail:crcenter@obihiro.ac.jp
Tel:0155-49-5771

研究者からのメッセージ
十勝の農畜産物の高付加価値化へのお手

伝いが出来れば幸いです。

市販

飼料

DMH : 週1回投与(15mg/kgBW）

1週間1週間 ８週間

動物実験の概要

AIN- 93G＋ナガイモ、ジャガイモ、サツマイモ

（ 93Gのコーンスターチ部分を置換する（デンプン換算＊

で、50％もしくは100%）
＊：換算は５訂食品成分表より計算した。

AIN-93G dietのみ

Male BALB/cA Jcl

DMH投与：腹腔内投与（I.P.）

4週令
(日本クレア.)

Aida K., Kinoshita M. et al., J.Oleo Sci. (2005)
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大腸腺腫発症予防効果における
ナガイモの効果

置換率はいずれも

コーンスターチの50%

平均値+/-SD（n=6）

a, b, c:p<0.05
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・コントロール群

（ＡＩＮ-93G）

・アオジル＋ナガイモ群
（ 93Gのコーンスターチ
部分の５％**をナガイモ
に置換（デンプン含量を
合わせる）

・アオジルのみ群

（ナガイモアオジルの処
方からナガイモを除いた
群）

市販品モデル（ナガイモアオジル）での検討

ナガイモアオジルでの評価

正常

大腸表面のメチレンブルー染色の光学顕微鏡像
（大腸腺腫の発症）

腺腫
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